
硬膜外麻酔による無痛分娩をご希望或いは検討中の患者様へ 

                           患者様控え 

経産婦さん：基本的には入院日を前もって設定、計画無痛分娩の形式で行ないます。 

 殆どの場合計画通り分娩に至ります。計画通り入院になった後は夜間、早朝、休日 

などに関係なく硬膜外麻酔を行ないます。予定入院の前に陣痛が発来した場合は可能な 

限り硬膜外麻酔の対応を致しますが状況により（下記参照）硬膜外麻酔ができない場合 

もあります。 

 

初産婦さん：以下のような形式で硬膜外麻酔を行ないます。 

＊妊婦健診で子宮口がある程度開いている、高度の肥満がない、など条件が整えば計画無

痛分娩の形式をとります。 

＊計画無痛分娩ではなく自然に陣痛が発来してから硬膜外麻酔を開始する（オンデマンド

方式）場合以下の状況では無痛分娩はできません。 

 1. 硬膜外麻酔のチューブを挿入する医師が不在。 

 2. 複数の分娩進行者や緊急患者様がいるため医師、助産師、看護師が手一杯で無痛分娩

の患者様を注意深く管理できない可能性がある。 

 3. 分娩の進行が緩徐で経膣分娩の目処が立たない。 

 4. 硬膜外麻酔により母体、胎児の安全面が懸念される。 

  5. その他、硬膜外麻酔が適さないと医師が判断した場合。 

注）上記 1～3 に関しては時間経過とともに状況が変わり硬膜外麻酔ができる場合もあり

ます。 

                  ＊ 

硬膜外麻酔併用の分娩は通常より注意深い管理が必要になります。 

完全な無痛のみを目指して麻酔が過剰投与になると思わぬ合併症を引き起こす心配があり

ます。硬膜外麻酔で痛みがゼロになる場合もありますが、真の目的は「痛みを許容範囲に

抑えて分娩を完遂し母児共に無事」であることを何卒ご理解いただきますようお願いいた

します。   2025 年 2 月 28 日 医療法人社団福神会柴田産婦人科医院院長：柴田浩之 


